	科目名

Subject
	授業形態
	単位数
	必修,選択の別
	開講学年
	開講期間

	材料学

Industrial Materials
	座学
	２単位
	必修
	３
	通年

	【担当教官】
	大藪　優

	【教官室及び連絡先】
	機械工学科棟３階、Tel:0285-20-2206、E-mail:ohyabu@oyama-ct.ac.jp



	【授業目的】
	1. 機械構造物は種々の材料・部材によって構成構築されていることを知る。

2. 金属・非金属・鉄鋼・非鉄鋼等の本質ならびに基本を学習する。

3. 鉄鋼材料は特に重要でFe─C系平衡状態図、熱処理と金属組織、機械的性質との関係を理解する。

4. 機械構造物への応用および機械設計との関連性を探り、基礎力・応用力を

身に付ける。

5．非鉄鋼と非金属についても上記と同様に学習し、各材料の用途を知る。

	【学習保証時間】
	２(時間/週)×30(週/年)=60(時間/年)

	【授業キーワード】
	結晶構造・ミラ－指数・平衡状態図・二相変態・構造用鋼・特殊鋼・鋳鉄・

熱処理・アルミニウム合金・銅合金・鋳造合金・焼結合金・金属系複合材料・

高分子系強化複合材料・構造用セラミックス・セラミックス系複合材料・

形状記憶合金・アモルファス

	【授業内容】
	1.　金属結合と結晶構造　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・　２週
2. 二相変態と固溶体の概念　　　　　　　　　　・・・・　２週

3. 二元合金の状態図と組織　　　　　　　　　・・・・　２週
4. 鉄鋼材料の製鋼法と変態　　　　　　　　　・・・・　２週
5. Fe─C系平衡状態図　　　　　　　　　　　・・・・　２週
6. 炭素鋼の状態図と組織　　　　　　　　　　・・・・　２週
7. 機械構造用炭素鋼と用途　　　　　　　　　・・・・　２週
8. 熱処理の基礎と方法　　　　　　　　　　　　・・・・　２週
9. 特殊鋼　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・　２週
10. 鋳鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・　１週
11. アルミニウムとその合金　　　　　　　　　　・・・・　２週
12. 銅とその合金　　　　　　　　　　　　　　　・・・・　２週
13. 鋳造合金と焼結合金　　　　　　　　　　　　・・・・　２週
14. 金属系複合材料と高分子系強化複合材料　　　・・・・　２週
15. 構造用セラミックスとセラミックス系複合材料・・・・　２週
16. 形状記憶合金とアモルファス　　　　　　　　・・・・　２週

	【授業方法】
	OHP、スライド、プリント、最新ニュ－ス等をおりまぜながら行う。

	【　教　　科　　書　　】
	よくわかる工業材料　（鈴木・高村・大藪）　オ－ム社

	【　参　　考　　書　　】
	　特になし。

	【学習方法】
	授業内容をよく理解し，課題を自分の力で解けるようにする。

授業終了後に，内容をまとめる。

機械設計製図との関連性および応用を常に考える。

	【成績評価の方法と基準】
	中間試験・定期試験の結果と出席状況を総合的に加味して評価する。


	【定期試験実施方法】
	前期・後期中間試験、前期末試験、学年末試験を行う。

	【カリキュラムの中の位置付け】
	機械工学系科目の全分野に関わる重要な科目である。

	【この科目を学ぶために先行して

　理解する必要のある科目】

	特になし。

	【この科目と同時に学ぶ関連科目】


	機械設計製図、機械工作法、材料力学、材料強度学　

	
	

	【この科目の後に学ぶ関連科目】

　　　　　　　　　
	　機械設計製図、機械工作法、材料力学、材料強度学

	【学生へのメッセージ】
	授業目的を常に考えながら、機械構造物への応用および機械設計製図との

関連性を探り、基礎力・応用力を身に付けるようにする。
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